








小児外科の術前・術後管理が進歩し,新生児外科手術の治療成績は最近著しく向上してきて

いるが,新生児消化管穿孔のような重症感染症を併発してくる疾患における治療成績は,い

まだ満足できるものとはいいがたい。新しい抗生物質が次々と開発され,細菌による感染症

に関しては治療効果が充分期待できるようになってきたが,体重あたりの水分含有率が高

く,また腎臓など諸臓器の機能が未熟である新生児では,広範囲な腹膜炎などにより惹起さ

れた DIC など重篤な末梢循環障害などによる水分・電解質のアンバランスは容易に起こり,

治療に難渋する原因の一つとなっている。 

我々はこの急激に起こってくるショック状態の原因であると考えられているエンドトキシ

ンに注目し,その治療法を検討するためにエンドトキシンを静注して得た実験的エンドト

キセミアの家兎を用い,血中エンドトキシンの除去を目的とした実験を行ってきた。 

昨年はエンドトキセミアに対する血液浄化法の効果について報告したが,本年は同様な実

験モデルを用いて血漿交換を行ったので,その効果について比較し,報告する。 


